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（平成 28年県民健康・栄養調査より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、コロナ禍で酒席は減っていると思われますが、飲む場合は厚労省が提案

している飲酒ルールを実践し日頃から適性飲酒を心がけましょう！ 
 

山形県保険者協議会 

※山形県保険者協議会とは、県内の医療保険者により被保険者の健康保持増進と円滑な事業を行うために設立された団体です。 

山形県の男性は生活習慣病のリスク

を高める量を飲酒している者の割合

が、全国と比べて高い状況です。 

また、男女とも健康やまがた安心プラ

ンで設定している目標値には達して

いません。 

多量の飲酒を続けると病気の

発症リスクが高まります。 

 

脳委縮、認知症、

脳血管障害 

（脳の血管が破

れる、詰まる） 

狭心症、不整脈、 

心筋梗塞 

脂質異常、 

高尿酸血症、 

高血圧、貧血 

糖尿病、 

免疫機能低下 

（風邪をひき

やすくなる） 

アルコールによる主な健康障害 

ビール（5度） 

中びん 1本 

（500ml） 

ワイン（12度） 

グラス 2杯弱 

（200ml） 

ウイスキー 
（40度） 

ダブル 1杯 

（60ml） 

日本酒（15度） 

1合（180ml） 

焼酎 

（25度） 

100ml 


